
1 総合計画上の位置づけ

2 施策評価指標

５ 施策を構成する事務事業の今後の方向性

重点化

事務事業の今後の方向性 重点化

　家庭教育コーディネーターの質を向上させるために、その
活躍の場を設けながら、家庭教育の重要性を認識し実践して
いく保護者や関係者の増加を目指します。

○

事務事業の今後の方向性 重点化

　コロナ禍で活動を休止・縮小していた中での状況の変化を
踏まえ、関係団体と協議のうえ内容の見直しを図りながら、
協働で実施していきます。

事務事業の今後の方向性

　より多くの市民が、生涯を通して団体活動や個人活動を行
えるよう、セミナー、イベント等の内容を吟味しながら、
様々な方法で周知し、開催します。

重点化

　各種講座内容を精選すべく、各世代のトレンド・ニーズの
収集に努め、新たな年齢層が生涯学習活動に取り組むきっか
けづくりを進めます。

3,293

R4決算額
（千円）

重点化(縮小)する細事業
（主なもの２事業まで）

方向性
事業費 成果

3,207
アカデミック講座 → ↗

事務事業の今後の方向性

事務事業名④：公民館事業

R4決算額
（千円）

重点化(縮小)する細事業
（主なもの２事業まで）

方向性
事業費 成果

110

R4決算額
（千円）

重点化(縮小)する細事業
（主なもの２事業まで）

方向性
事業費 成果

4,806
家庭教育支援事業 ↗ ↗

113 90 83 85 86

４ 施策の課題と今後の方針
（施策評価指標等の分析のほか、今後重点化していく事務事業について、現状・課題・背景などを踏まえて記載。）

事務事業名③青少年健全育成事業

DOWN

事務事業名②：家庭教育推進事業

R4決算額
（千円）

事務事業名①：生涯学習まちづくり推進事業
（右欄は、施策を構成する事務事業のうち、今後特に重点化するものに○、縮小するものに△、廃止するものに▲を付す。）

方向性
事業費 成果

重点化(縮小)する細事業
（主なもの２事業まで）

いきいきフェスタ開催 → ↗

　満足度が下がったことについて、市民の趣味・趣向、興味・関心の多様化から、一時的に下がったものと推察します。長期
的な視点で公民館講座や図書館事業による学習機会の提供を充実させることで、学習の成果を地域の問題解消や、仲間づくり
に生かし、地域力の強化に役立てる取り組みを推進することが重要です。
　社会教育の視点で幅広い年代層のより多くの市民にアプローチし、生涯学習活動、家庭教育支援、青少年健全育成などに関
わりを持ち、学校と地域が協働で取り組むことができるまちづくりを意識して各事業を推進します。

重要度／単位（％）

93.7

重要度・R4満足度（他の施策と比較した位置）３ 施策の重要度と満足度（市民アンケート調査結果）

満足度（満足している市民の割合）／単位（％）

98.6

令和３年度

➘
令和４年度令和３年度

94.8

施 策 評 価 シ ー ト
担当課： 生涯学習課

成果指標名 単位 基準 令和４年度目標 令和９年度目標

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

施策名 生涯学習

政策名 「まち」を共に創る

施策がめざす
将来の姿

・市民一人ひとりが生涯学習に取り組み、学習の成果を生かして地域の課題解決を図っていま
す。

・家族の絆や地域の交流が深まり、青少年が健全に成長しています。

生涯学習まちづく
り出前講座（市
民）登録者数

人 110 128 143

重要度高

重要度低

満足度低 満足度高

平均

平

均



事務事業名⑥：読書推進事業
R4決算額
（千円）

重点化(縮小)する細事業
（主なもの２事業まで）

方向性
事務事業の今後の方向性 重点化

事業費 成果

事務事業名⑤：結婚相談事業
R4決算額
（千円）

重点化(縮小)する細事業
（主なもの２事業まで）

方向性
事務事業の今後の方向性 重点化

事業費 成果

4,238

結婚相談事業 ↗ ↗

　目標値の成婚数を達成しており、独身男女の出会いの場の
創出に寄与できたと考えます。女性の新規登録者数増加を目
指し、婚活支援センターのPRや企業連携を継続し、会員の意
識向上を促す相談事務、出会いイベント、魅力アップセミ
ナーを重点的に行うことで、お見合い成立件数や成婚数増加
につなげます。

○

495

　児童生徒に電子図書館のIDを配布し電子図書館サービス利
用が増加したことを踏まえ、利用者のニーズを把握しながら
読書推進に努めます。また、多目的室の供用開始により、新
しい図書館の活用方法をPRし、図書館利用者の増加につなげ
ます。

○


